
 

桜
と
は
、
日
本
を
代
表
し
象
徴
す
る
樹
木
で
、
百
円
硬 

貨
の
裏
に
は
桜
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
事
記
に
登
場
す
る

「
木
花
咲
耶
姫
」
の
「
木
花
」
が
サ
ク
ラ
を
表
す
と
い
わ
れ
「
サ
ク
ヤ
」

の
読
み
が
変
化
し
て
「
サ
ク
ラ
」
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
語
源

に
つ
い
て
は
他
に
も
た
く
さ
ん
の
説
が
あ
り
ま
す
。 

 

古
来
か
ら
桜
の
花
は
人
々
に
愛
さ
れ
、
春
に
桜
の
木
の
下
で
宴
を
催

す
風
習(

花
見)

は
現
代
で
も
盛
ん
で
す
。
花
見
は
か
つ
て
、
秀
吉
が
「
吉

野
の
花
見
」
や
「
醍
醐
の
花
見
」
を
催
し
た
よ
う
に
、
上
流
階
級
に
限

ら
れ
た
風
習
で
し
た
が
、
庶
民
に
花
見
の
習
慣
が
広
ま
っ
た
の
は
、
江

戸
時
代
・
第
８
代
将
軍
吉
宗
の
頃
。
吉
宗
は
庶
民
が
桜
を
楽
し
め
る
よ

う
に
と
考
え
、
隅
田
川
・
上
野
公
園
・
飛
鳥
山
・
小
金
井
堤
・
御
殿
山

な
ど
江
戸
市
内
・
市
外
の
各
地
に
度
々
桜
の
木
を
植
え
ま
し
た
。
明
治

時
代
の
初
め
に
は
、
桜
の
木
は
そ
れ
ま
で
の
封
建
時
代
の
象
徴
で
あ
る

と
さ
れ
、
各
地
で
伐
採
さ
れ
ま
し
た
が
、
軍
国
主
義
の
高
ま
る
時
代
に

な
る
と
、
桜
の
花
は
軍
人
と
そ
の
精
神
の
象
徴
と
し
て
、
各
地
の
兵
舎

や
小
学
校
に
多
く
植
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

最
も
一
般
的
な
サ
ク
ラ
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
で
、
ほ
ぼ
日
本
中
に
分
布

し
て
い
ま
す
。
「
ソ
メ
イ
」
は
染
井(

現
在
の
豊
島
区
巣
鴨)

と
い
う
地

名
か
ら
来
た
も
の
で
、
そ
こ
に
あ
っ
た
植
木
屋
が
発
祥
の
地
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
の
葉
は
桜
餅
の
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。
他
、
様
々
な
サ
ク
ラ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。 

 

桜
の
名
所
と
し
て
日
本
全
国
に
桜
の
中
で
も
、
特
に
優
美
な
姿
を
み

せ
て
く
れ
る
の
が
日
本
三
大
桜
。
他
、
五
大
桜
、
三
大
夜
桜
、
三
大
名

所
等
、
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
桜
の
名
所
が
あ
り
ま
す
。 

日
本
三
大
桜
・
五
大
桜:

三
春
滝
桜 (

福
島) 

山
高
神
代
桜(

山
梨) 

根
尾

谷
淡
墨
桜(

岐
阜) 

五
大
桜:

石
戸
蒲
ザ
ク
ラ(

埼
玉) 

狩
宿
の
下
馬
桜(

静
岡) 

三
大
夜
桜:

弘
前
公
園(

青
森) 

上
野
恩
賜
公
園(

東
京) 

高
田
公
園(

新
潟) 

三
大
名
所:

弘
前
公
園(

青
森) 

高
遠
城
址
公
園(

長
野) 

吉
野
山(

奈
良) 

 処女航海で氷山と衝突、当時世界

最大の豪華客船ﾀｲﾀﾆｯｸの沈没事故

から今年で 100 年になります。ﾀｲﾀﾆ

ｯｸは英国ﾎﾜｲﾄｽﾀｰ会社がｷｭﾅｰﾄﾞ汽船

会社のﾓｰﾚﾀﾆｱに大きさで対抗すべ

く 1912 年に建造したもので長さ

269m,幅 28m,総ﾄﾝ数 46,329t。同年

処女航海でﾆｭｰﾖｰｸに向かう途中の 4

月 14 日夜、ﾆｭｰﾌｧﾝﾄﾞﾗﾝﾄﾞ島沖で氷

山に衝突し翌日沈没。1490 名(1513

名とも)の犠牲者を出しました。ﾀｲﾀ

ﾆｯｸが進水した北ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞのﾍﾞﾙﾌｧﾙﾄ

では 70 億ﾎﾟﾝﾄﾞ(約 9000 億円)を投

じて、ﾀｲﾀﾆｯｸを建造した造船所跡地

75ha を再開発。進水台跡地を公園に

し、海辺に集合住宅や商業ﾋﾞﾙ、ﾎﾃﾙ

等を建設しています。又 4 月 15 日

に向け、追悼式典やﾀｲﾀﾆｯｸの跡をた

どる記念航海等が行われています。 

 

『
復
興
支
援
・
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
』 

住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
つ
い
て
は
、
地
球
温

暖
化
対
策
の
推
進
及
び
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
エ
コ
住
宅
の
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム

に
対
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
発
行
し
、
商
品
と
の
交
換
や

追
加
工
事
の
費
用
へ
の
充
当
な
ど
が
行
え
る
制
度
と

し
て
平
成
23
年
７
月
末
日
ま
で
に
工
事
着
手
し
た

も
の
を
対
象
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、

国
の
平
成
23
年
度
第
３
次
補
正
予
算
成
立
を
受
け
、

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
、
住
宅
市
場
の
活
性
化
の

ほ
か
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
復
興
支
援
を
目
的

と
し
た
「
復
興
支
援
・
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
」

が
新
た
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
復
興
支
援
・
住
宅
エ

コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
エ
コ

住
宅
の
新
築
ま
た
は
エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
し
ポ
イ

ン
ト
を
発
行
し
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
被
災
地
の
商
品

や
エ
コ
商
品
等
と
交
換
で
き
る
制
度
で
す
。 

■
テ
ー
マ
は
エ
コ
＆
復
興 

今
回
の
大
き
な
目
的
は
３
つ
。
①
住
宅
の
省
エ
ネ

化 

②
住
宅
市
場
の
活
性
化
③
被
災
地
復
興
支
援 

特
に
③
の
被
災
地
復
興
支
援
が
大
き
な
特
徴
で
す
。 

■
ポ
イ
ン
ト
発
行
対
象
及
び
ポ
イ
ン
ト
数 

【
エ
コ
住
宅
の
新
築
】
被
災
地[

30
万
ポ
イ
ン
ト]
・

被
災
地
以
外[

15
万
ポ
イ
ン
ト]

(

但
し
、
太
陽
熱
利

用
シ
ス
テ
ム
設
置
の
場
合
は
２
万
ポ
イ
ン
ト
加
算) 

【
エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム
】
窓
の
改
修
、
外
壁
、
天
井
・

屋
根
又
は
床
の
改
修(

以
下
エ
コ
改
修)
[

２
千
〜
10

万
ポ
イ
ン
ト(

上
限
30
万
ポ
イ
ン
ト) ]

・
エ
コ
改
修

に
合
わ
せ
て
実
施
す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事[

上
限

５
万
ポ
イ
ン
ト]

・
エ
コ
改
修
に
合
わ
せ
て
実
施
す
る

省
エ
ネ
住
宅
設
備
の
設
置[

２
万
ポ
イ
ン
ト]

・
エ
コ

改
修
に
合
わ
せ
て
実
施
す
る
耐
震
改
修
工
事[

15
万

ポ
イ
ン
ト(

上
限
45
万
ポ
イ
ン
ト)

 ]

・
エ
コ
改
修
に

合
わ
せ
て
「
リ
フ
ォ
ー
ム
瑕
疵
保
険
」
に
加
入
の
場

合[

１
万
ポ
イ
ン
ト]

。
被
災
地
で
の
新
築
や
、
耐
震

改
修
、
リ
フ
ォ
ー
ム
瑕
疵
保
険
に
対
し
、
ポ
イ
ン
ト

配
分
が
厚
く
な
っ
て
い
る
の
が
今
回
の
特
徴
で
す
。 

■
対
象
工
事
期
間 

新
築
は
昨
年
10
／
21
〜
本
年
10
／
31
、
リ
フ
ォ

ー
ム:

昨
年
11
／
21
〜
本
年
10
／
31 

■
ポ
イ
ン
ト
交
換
対
象
に
は
被
災
地
の
商
品
も 

発
行
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
で
交
換
で
き
る
商
品
に

「
被
災
地
の
産
品
・
製
品
」
「
被
災
地
の
商
品
券
」

な
ど
が
設
定
さ
れ
ま
す
。
他
に
も
「
省
エ
ネ
・
環
境

配
慮
商
品
」
「
環
境
寄
付
」
「
被
災
地
へ
の
義
援
金
・

寄
付
」
「
追
加
工
事
へ
の
即
時
交
換
」
も
あ
り
ま
す
。 

 

 
 

   １日 エイプリルフール   １６日 春土用  

   ４日 清明          ２０日 穀雨 

   ７日 世界保健デー      ２３日 サンジョルディの日 

   ８日 花祭り・イースター  ２９日 昭和の日／天長節    

   

４
月
５
日
頃
、
及
び
穀
雨
ま
で
の
期
間
。
春
分
か
ら
数
え
て
１５
日
目
頃
。
清
明
と
は
春
先
の
清
ら
か
で
生

き
生
き
と
し
た
様
子
を
表
し
た
「
清
浄
明
潔
」
の
略
で
、
こ
の
頃
は
桜
の
花
が
咲
き
、
万
物
が
若
返
り
、

清
々
し
く
明
る
く
美
し
い
季
節
で
南
の
地
方
で
は
、
越
冬
つ
ば
め
が
渡
っ
て
来
る
頃
で
す
。
沖
縄
で
は
「
清

明
祭
（
シ
ー
ミ
ー
／
沖
縄
の
三
大
行
事
の
一
つ
）
」
と
い
っ
て
、
墓
前
に
親
族
が
集
ま
り
、
酒
・
茶
・
お

重
を
供
え
た
後
、
皆
で
ご
馳
走
を
い
た
だ
く
習
慣
が
あ
る
そ
う
で
す
。 

 

平
成
12
年
か
ら
始
ま
っ
た
介
護
保
険
制
度
で
す
が
、
高
齢
化
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
の
需
要
と
費
用
の
増
大
、
医
療
と
の
連
携
等
、
様
々
な
課
題
が

で
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
諸
課
題
を
改
善
す
る
た
め
「
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
介
護
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」

が
平
成
２３

年
６
月
に
公
布
さ
れ
、
４
月
１
日
に
施
行(

一
部
交
付
時
に
施

行)

さ
れ
ま
す
。 

今
回
の
介
護
保
険
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
高
齢
者
が
地
域
で
自
立
し

た
生
活
を
営
め
る
よ
う
、
医
療
、
介
護
、
予
防
、
住
ま
い
、
生
活
支
援
サ

ー
ビ
ス
が
切
れ
目
な
く
提
供
さ
れ
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
実

現
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
。
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
安
心
し

て
高
齢
者
が
地
域
で
自
立
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
30
分
以
内
で
駆
け
つ
け

ら
れ
る
日
常
生
活
圏
の
中
で
、
介
護
保
険
の
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
切
れ

目
な
く
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
、
介
護
保
険
制
度
が
破
綻

し
な
い
よ
う
に
「
施
設
か
ら
在
宅
へ
」
の
基
本
路
線
を
更
に
進
め
る
こ
と
、

縮
小
・
廃
止
が
検
討
さ
れ
て
い
る
療
養
病
床
の
受
け
皿
の
整
備
、
認
知
症

対
策
に
重
点
を
置
い
た
改
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

■
医
療
と
介
護
の
連
携
の
強
化
等:

①
医
療
、
介
護
、
予
防
、
住
ま
い
、

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
連
携
し
た
要
介
護
者
等
へ
の
包
括
的
な
支
援(

地

域
包
括
ケ
ア
）
を
推
進
。
②
日
常
生
活
圏
域
ご
と
に
地
域
ニ
ー
ズ
や
課
題

の
把
握
を
踏
ま
え
た
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
。
③
単
身
・
重
度
の
要

介
護
者
等
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
24
時
間
対
応
の
定
期
巡
回
・
随
時
対

応
型
サ
ー
ビ
ス
や
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
を
創
設
。④
保
険
者
の
判
断
に
よ
る

予
防
給
付
と
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
的
な
実
施
を
可
能
と
す
る
。
⑤

介
護
療
養
病
床
の
廃
止
期
限(

平
成
24
年
３
月
末)

を
猶
予
。 

■
介
護
人
材
の
確
保
と
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上:

①
介
護
福
祉
士
や
一
定

の
教
育
を
受
け
た
介
護
職
員
等
に
よ
る
た
ん
の
吸
引
等
の
実
施
を
可
能

と
す
る
。
②
介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
方
法
の
見
直
し
（
平
成
24
年
４

月
実
施
予
定
）
を
延
期
。
③
介
護
事
業
所
に
お
け
る
労
働
法
規
の
遵
守
を

徹
底
、
事
業
所
指
定
の
欠
格
要
件
及
び
取
消
要
件
に
労
働
基
準
法
等
違
反

者
を
追
加
。
④
公
表
前
の
調
査
実
施
の
義
務
付
け
廃
止
な
ど
介
護
サ
ー
ビ

ス
情
報
公
表
制
度
の
見
直
し
を
実
施
。 

■
高
齢
者
の
住
ま
い
の
整
備
等:

有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
に
お
け
る
前
払
金

の
返
還
に
関
す
る
利
用
者
保
護
規
定
を
追
加
・
厚
生
労
働
省
と
国
土
交
通

省
の
連
携
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
向
け
住
宅
供
給
の
促
進[

高
齢
者

住
ま
い
法
改
正]

) 

■
認
知
症
対
策
の
推
進:

①
市
民
後
見
人
の
育
成
及
び
活
用
な
ど
、
市
町

村
に
お
け
る
高
齢
者
の
権
利
擁
護
を
推
進
。 

■
保
険
者
に
よ
る
主
体
的
な
取
組
の
推
進:

①
介
護
保
険
事
業
計
画
と
医

療
サ
ー
ビ
ス
、
住
ま
い
に
関
す
る
計
画
と
の
調
和
を
確
保
。
②
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
公
募
・
選
考
に
よ
る
指
定
を
可
能
と
す
る
。 

■
保
険
料
の
上
昇
の
緩
和:

各
都
道
府
県
の
財
政
安
定
化
基
金
を
取
り
崩

し
、
介
護
保
険
料
の
軽
減
等
に
活
用
。 
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